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ご投資家の皆様へ

ティー・ロウ・プライス・ジャパン株式会社

「ティー・ロウ・プライス グローバル・テクノロジー株式ファンド
Aコース（為替ヘッジあり）／Bコース（為替ヘッジなし）」

ご購入のお申込みの受付再開のお知らせ

謹啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。
平素は、弊社の投資信託に格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し上げます。

さて、弊社が運用する「ティー・ロウ・プライスグローバル・テクノロジー株式ファンド Aコース（為替ヘッジあり）／Bコース
（為替ヘッジなし）」（以下、「当ファンド」）につきまして、2021年1月26日よりご購入のお申込みの受付を再開する
ことといたしましたのでご案内申し上げます。

弊社では、主要投資対象市場の規模や流動性等を総合的に勘案し、当ファンドを含む当運用戦略全体での運用
資産規模を適正な範囲に維持することで運用効率を保つことが投資家の皆様の長期的な利益に資するとの判断のも
と、2020年9月28日以降、ご購入の申込受付を停止してまいりました。

現在でもこの適正と考える運用資産規模の範囲に変更はございませんが、今般、当運用戦略全体の資金流出入の
状況等を勘案し弊社グループ内でのお申込み枠の調整を行い、当ファンドにおいて限定的な範囲内の資産規模であれ
ば運用効率を毀損することなくご購入のお申込み受付を再開できるとの判断に至りました。なお、今後につきましても、
継続的に適正な運用資産規模の維持に注視してまいる所存ですので、再びご購入のお申込みの受付を停止する場
合があることをお含み置きいただけますようお願い申し上げます。

度重なるお申し込みの変更について誠に恐縮に存じますが、何卒ご理解を賜りますとともに、今後とも倍旧のご愛顧賜
りますようお願い申し上げます。

謹白
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ファンドの特色・投資リスク

ティー・ロウ・プライス グローバル・テクノロジー株式ファンド
Ａコース（為替ヘッジあり） ／ Ｂコース（為替ヘッジなし）

ティー・ロウ・プライス グローバル・テクノロジー株式マザーファンド（以下「マザーファンド」といいま
す。）への投資を通じて、世界各国の株式（エマージング・マーケット＊1も含みます。）の中で、情
報技術の開発、進化、活用により成長性が高いとティー・ロウ・プライスが判断する情報技術関連
分野のリーディング・カンパニー＊2の株式を中心に投資を行います。
＊1 エマージング・マーケットとは、中国、インド、東南アジア、中南米、ロシア、東欧諸国、中東など、経済の発展段階にある国や地域の

市場をいいます。
＊2 情報技術関連分野のリーディング・カンパニーとは、情報技術の開発、進化または活用等により、製品、商品、サービス等を提供し、

世界をけん引するような企業をいい、今後その可能性があるとティー・ロウ・プライスが判断する企業を含みます。

銘柄選択に関しては、個別企業分析に基づく「ボトム・アップ・アプローチ＊1」を重視した運用を行い
ます。個別企業分析にあたっては、ティー・ロウ・プライス＊2のアナリストによる独自の企業調査情報
を活用します。
＊1 ボトム・アップ・アプローチとは、アナリストの個別企業に対する調査や分析等に基づきその企業の投資価値を判断し、個別銘柄を選

択する運用手法です。
＊2 委託会社およびその関連会社をいいます。

Ａコースは、実質外貨建資産について、原則として対円での為替ヘッジ（主要国通貨による代替
ヘッジを含みます。）を行い、為替変動リスクの低減を図ります。
Bコースは、実質外貨建資産について、原則として対円での為替ヘッジを行いません。
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ファンドの特色

当ファンドは、一般社団法人投資信託協会が定める「特化型運用」を行うファンドに該当します。特化型運用とは、
支配的な銘柄*が存在する、または存在することとなる可能性が高いファンドをいいます。
＊ 支配的な銘柄とは、投資対象候補銘柄の時価総額の合計額に対する一発行体当たりの時価総額の比率が10％を超える場合における当
該発行体の発行する銘柄をいいます。

当ファンドは、情報技術関連株式に大きな比重をおいて投資するため、特定の銘柄への投資が集中することがあり、当
該銘柄の発行体に経営・財務破綻や経営・財務状況の悪化が生じた場合または予想される場合等には、大きな損失
が発生することがあります。

※市場動向、資金動向、信託財産の規模等により、上記のような運用ができない場合があります。
※上記は当ファンドの主たる投資対象であるマザーファンドの特色を含みます。

投資リスク
投資信託は預貯金と異なります。ファンドは、値動きのある有価証券等に投資しますので、基準価額は変動し、
投資元本を割り込むことがあります。ファンドの運用による損益はすべて投資者のみなさまに帰属します。したがっ
て、投資者のみなさまの投資元本は保証されているものではなく、基準価額の下落により、損失が生じることが
あります。基準価額の主な変動要因は、「株価変動リスク」、「集中投資リスク」、「為替リスク」があります基準
価額の変動要因は上記に限定されるものではありません。
詳しくは投資信託説明書（交付目論見書）の「投資リスク」をご覧ください。

「投資信託および当資料に関する注意事項」を必ずお読みください。 2



お申込みメモ・ファンドの費用

ティー・ロウ・プライス グローバル・テクノロジー株式ファンド
Ａコース（為替ヘッジあり） ／ Ｂコース（為替ヘッジなし）

お申込みメモ

ファンドの費用

「投資信託および当資料に関する注意事項」を必ずお読みください。 3



投資信託および当資料に関する注意事項

ティー・ロウ・プライス グローバル・テクノロジー株式ファンド
Ａコース（為替ヘッジあり） ／ Ｂコース（為替ヘッジなし）

投資信託および当資料に関する注意事項
■当資料は、ティー・ロウ・プライス・ジャパン株式会社が、情報提供等の目的で作成したものであり、金融商品取引法に
基づく開示書類ではありません

■当資料は、信頼できると考えられる情報に基づき作成しておりますが、情報の正確性あるいは完全性について保証する
ものではありません。

■当資料における見解等は資料作成時点のものであり、将来事前の通知なしに変更されることがあります。また、本資料
で示したデータ等は、情報提供を目的として掲載したものであり、将来の投資成果を示唆、または保証するものではあり
ません。

■投資信託は、値動きのある有価証券等（外貨建て資産には為替変動リスクもあります）を投資対象としているため、
お客様の資産が当初の投資元本を割り込み損失が生じることがあります。

■ご購入の際は投資信託説明書（交付目論見書）をあらかじめまたは同時にお渡ししますので、必ずお受け取りの上、
内容をよくお読みください。また、投資のご判断はお客様ご自身の責任においてなさいますようお願い申し上げます。

■投資信託は、預金または保険契約ではないため、預金保険機構および保険契約者保護機構の保護の対象にはなり
ません。また、金融機関の預貯金と異なり、元本および利息の保証はありません。銀行等の登録金融機関でご購入い
ただく投資信託は、投資者保護基金の支払対象ではありません。

■ファンドのお取引に関しては、金融商品取引法第37条の６の規定（いわゆるクーリング・オフ）の適用はありません。
■「T.ROWE PRICE, INVEST WITH CONFIDENCE」および大角羊のデザインは、ティー・ ロウ・プライス・グループ、
インクの商標または登録商標です。当資料はティー・ロウ・プライス・ジャパン株式会社の書面による同意のない限り他に
転載することはできません。
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詳しくは、契約締結前交付書面および投資信託説明書（交付目論見書）の内容を十分にお読みください。

商号等： ティー・ロウ・プライス・ジャパン株式会社
金融商品取引業者関東財務局長（金商）第3043号
加入協会：一般社団法人日本投資顧問業協会/一般社団法人投資信託協会

商号等：野村證券株式会社 金融商品取引業者関東財務局長（金商）第142号
加入協会：日本証券業協会/一般社団法人日本投資顧問業協会/

一般社団法人金融先物取引業協会/一般社団法人第二種金融商品取引業協会

お申込み・
投資信託説明書
(交付目論見書)の
ご請求は

設定・運用は
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